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第苦渋回 『俺だけが転生しない密室』と素人にしかできないイクラ丼 ～ Ｕ から Ｇ へ～


 （前回のブンザイを）読んだよ。なんか論理展開で頭が混乱したが、よくわからないけど迫力は伝わってきたわ。

　迫力があれば意味がわからなくても、伝わるものは伝わると思う。

　映画『国宝』も難しい日本語が３時間流れっぱなしだけど、日本語わからない外国人でも字幕なしで意味がわかるのと同じだな。

　キン肉マンが「屁のつっぱりはいらんですよ」と啖呵を切れば、なんだかよくわからないが言いたいことは伝わるのと同じだね。

　あれ？ でも何が言いたいんだっけ。よく思うとキン肉マンも国宝もウマシカも何を言っているかわからんや。


 　あと、『ゼッタイ！ 芥川賞受賞宣言』読んだというかプレイしたよ。

　ゲームブックに秘められた可能性を感じたよ。実際には人生はやり直しはできないけど、何度も戻らさせられ、何重にも塗り絵を重ねるようにジワジワ進んで、あの瞬間の小さな選択が人生の大きな岐路だったりして、人生のリアルさを感じた。いや、そんなのがリアルなのかは誰にもわからないだろうな。何度もゲームオーバーになりながら少しずつ前進していくと、本当の人生は基本一本道しか存在しないのか、あるいは選択肢は無限にあるのかそれとも、このゲームブック程度の選択肢しか本当は存在しないのか。この思考実験とも言える試みに哲学的な芸術性を感じた。

『成瀬は天下を取りに行く』もめちゃくちゃ面白かった。単純に成瀬という女子がかっこよくて魅力的だったわ。


 （Ｇに勧められた件で）石破さんが結局は 80 年談話を出したこと知らず、早速読んだよ。ありがとう。確かに知的で面白い内容であった。

　ただ、先の大戦についての反省について話題になる時、特に石破 80 年談話についていえるのだが、なぜ無謀な戦争に突入したのかについて反省と教訓が集中しがちだと思う。無謀な戦争というと対米会戦にフォーカスが行きすぎてしまう。

　そうではなくて、真に日本が反省と教訓を必要としているのは、その手前のことではないだろうか？

　つまり、朝鮮や中国を日本の属領としたこと、さらには台湾も含めて、その日本国のアジアへの拡大についてこそ、反省と教訓にしなければならないと思う。米国や連合国との戦争の勝ち負けの問題ではないし、それでは日本は勝てばよかった、になってしまう。

　俺は日本は負けてよかったと思っているし、大事なのは結果の勝ち負けの問題ではないとは思っている。

　日本は高潔な精神を備え、美しく清潔で理性的な国であると思うし、アジアを欧米侵略から守ったとは思う。けれども、行き過ぎた傲慢さが出ることがあるし、醜さが最も出ていたのが、一部アジアの支配だと思っている。日本が最も大事にしている美的感覚の伝統を汚さないために、醜かった歴史的出来事についてそこもっと直視するべきではないかと思う。なので、勝ち目がない戦争になぜ挑んだのかという反省的な話を聞くと、何か大切なことを歴史の中に忘れていないかと思ってしまう。


 


 
 





第苦渋回 『俺だけが転生しない密室』と素人にしかできないイクラ丼～ Ｇ から Ｕ へ～


 　今まで書いてくれた分への返信が遅れててごめんね。

　勧めたのも読んでくれてありがとう。今回の返信は戦争の話の続きから行きます。


 　まず、米と露と宇の 28 項目の和平案が、露の要求を多く受け入れるって記事の話からなんだけど。

　何度も言うけど 22 年の侵攻時に「露は三日で敗戦」みたいな報道が無責任に垂れ流された。誰でも見れる宇の国境警備隊ＨＰでは、自国民の逃亡家族を捕まえて父親を徴兵したとか、子供たちの愛国の絵を見たりした。宇も露も権力者の関係者は徴兵から免れてるって報道の話もした。

　そして結局、現在の和平案に至るこの流れは、以前からずっとウマシカで言ってた通りになった。もちろん予言でもなんでもなく、より信憑性の高そうな記事を吟味して、ウマシ考した結果だ。

　結局この戦争で得た教訓の一つは、 21 世紀においても大本営発表を信じたいヒト、客観的な事実よりも自分が望む虚構を信仰するヒトがたくさんいるという事実だ。これでは戦争は絶対になくならない。

　仏では、主に 18 ・ 19 歳の男女を対象とした、志願制の兵役制度を新設するって報道も読んだ。宇と露に続いて以でも金持ちのために子どもたちが今も殺されている。

　遠い国の話と思ってぼんやりしてると、明日には金持ちが合法的に貧乏人を殺しに来る。

　だからそろそろ戦争とは何かについて、ウマシカとして答えを出そうと思う。


 　まずは事実を挙げていく。

　アメリカの第 31 代大統領が「戦争は老人が始め、若者が犠牲になる」（意訳）と言ったという記事を読んだ。第２６４代ローマ教皇が「戦争は人類と政治の敗北」と言った記事も読んだ。もちろん偉人から言われなくても、どっちもよく聞く話だと思う。

　兵隊が戦争から帰還しても、以前は優しかったのに帰還後はPTSDでＤＶばかりするようになった事例を紹介する本の記事も見た。


 　また、ヒト以外の動物で考えれば、例えば子孫を残すのが女王（生殖虫）だけのハチやアリは、働きバチや働きアリが女王のために戦って死ぬ。

　他にも、ハーレムを形成する哺乳類は、若いオスがボスの座を狙う。強いボスは子孫を残せるが、盛者必衰、力を失えば若いオスに取って代わられる。

　どちらも遺伝子を遺すための、割と合理的なシステムだと言えるだろう。


 　こっから超ウマシ考すると、戦争は結局、姥捨て山を嫌がったボスが、若者を殺すために作った社会装置だ。

　本来、弱いボスは強い若者に追い出されたほうが、遺伝子を遺すためには合理的だった。

　しかし、ヒトのボスは自分の権力を維持するため、他の村や集落を襲って奪い、そこからメスや資源を部下に分配した。その延長線上に、今の現代社会もあるだろう。

　ボスとしては、その戦争で強い若者がたくさん死んでくれた方が都合がいい。

　また暴論をぶん投げれば、若者の妻や恋人を抱きたい高齢金持ち権力者にとって、若者が戦争で不在になったり死んでくれた方が、より都合がいい。若者が戦場から帰還してもPTSDでＤＶしたりホームレスになるのも、高齢金持ち権力者にとって悪い話ではない。その分、若い女を抱きやすくなるからだ。

　とりあえず戦争がしたいなら、高齢者は若い女を抱いたら死刑って法案を通してからにしてほしい。


 　信仰に金を貢ぐことを「推し活」って美談に変換するのが、現代社会だ。

　高齢金持ち権力者とその関係者が、武器で儲けて若者を殺すために作った社会装置のことを、「国防」って美談に仕立て上げる。

　嘘だと思うなら、結局国防で命を守られるのは誰なのか、具体的に人名を出して考えてみればいい。出産や育児と関係ない高齢者が守られ、出産や育児に関係する若者が死ぬ。

　だから国の将来を維持するという観点から考えても、戦争に参加するヒトはゴリラやライオンより非合理的だ。

　もし将来の戦争を本気で止めたければ、全世界で同じ内容の教科書を配って、幼児から教育すればいい。

　戦争は、自分より強く賢い若者を殺すために、大人が仕組んだワナなので、若者は絶対に戦争に行ってはいけないし、人を殺してもいけません。

　そっから今までいかに戦争が老人を生かし若者を殺してきたか、いくらでも事例を挙げて理解させればいい。少年十字軍みたいに極端な例まで引かなくとも、世界中に現在進行系でいくらでも事例は転がってるでしょ。

　かつてベストセラーになった『不都合な真実』とか『世界がもし１００人の村だったら』みたいに、何年かかけてやろうと思えば、ある程度まではできない話じゃない。それをやらないのは武器で儲けたい金持ちにとって、戦争で若者が死なないのは本当に不都合だからだ。

　俺が戦争に対して腹を立ててるのは、自分が殺し合いに参加するのが怖いだけじゃない。 21 世紀にもなったのに、そういう非合理的なバカバカしさに従わなければならない理不尽だ。


 　戦争は愚かだ。戦争はしてはならない。

　ではなぜ戦争は愚かなのか、してはならないのか？

　本物の学者や職業作家の連中が大した答えを出さないから、戦争はなくならない。

　だから結局ウマシカがその答えを出す羽目になった。

　そういうことをちゃんとしないと、もうすぐＡＩに全部持っていかれて、あいつらは全員用済みになるよ。

　とはいえ、社会的責任を負いたくないなら、学者や職業作家になった方がいいのが現代社会だとも言える。

　芸能人が政治的な発言をカットされるのと一緒で、今や社会的な責任を負う学者や職業作家は出版社や大学が嫌がるようになった。んでしょ？ より無味無臭で無害で毒にも薬にもならない文化が垂れ流されてる。逆にネットは、ウマシカ含む極論であふれてるとも言えるだろう。

　とはいえウマシカはせっかくの素人作家なんだから、それこそイクラかけ放題みたいに、社会的責任を負えるだけ負ってきたい。わんこそばみたいに、どんどん社会的責任をはちきれるぐらい充満させた後、射程の短い超ウマシ考をリバースしたい。おえぇって。

　あと笑いも取りたい。というワケで、こっから冗談パートに入るんだけど。


 　まず昔、もう亡くなった某芸能人がＰＫＯ派遣問題の時くらいに、「高齢の政治家が最前線に行って、戦争したいなら俺を殺してからだと言え」って発言してたのを観た気がする。

　戦争は政治の失敗って考えたら、 21 世紀の戦時国際法は、前線に高齢の政治家とかが中心に立って、後方で支援してる両軍の若者がそれを撃ち殺すってことでいいと思う。政治の失敗だから仕方ない。遺伝子的にも合理的だし。

　それである程度権力者が死んだら戦争はおしまいにして、また一から国を立て直す。

　戦争のたびに財閥解体みたいなことが起こって、若く新しい産業が勃興する可能性がある。

　ただしそういう戦時国際法が成立した途端、抜け道がある別の法案を通すまで、為政者は絶対に戦争を起こさないだろうね。


 　あと先日くれた『Ｔｈｅ Last ｏｆ Ｕｓ ２』は、前作の時に言ったけど人類がバカ過ぎるからやってない。自分もバカの仲間になったみたいで本当に苦痛だったし、こんなゲームに感動する多数のゲーマーにマジで失望する。

　ゾンビが蔓延して文明が崩壊した社会で、人類が協力もせず簡単に殺し合いしすぎる。いくら戦いのために戦うゲームって言っても、こんな人類ならとっとと滅亡した方が遺伝子的にも合理的だ。主人公が人類と共に自爆してハッピーエンドだよ。

　むしろあの世界でのんびり暮らしてたキリンとか野生動物の方がよっぽどまともだと思うし、あっちを操作したいと思った。

　そこで妄想の『Ｔｈｅ Last ｏｆ Ｕｓ ３』は、あの世界に暮らすウマやシカを操作するゲームにしたい。既にシカやヤギやアヒルのバカゲーもあるしね。

　ゾンビはもちろん、狩猟しようとする人類からも逃げ回ったり戦ったりする。ゾンビに襲われたり、ハンターに撃ち殺されたらゲーム終了と思いきや、そっからがむしろゲーム・スタート。

　ハンターに狩猟されて死んでも、死体を運ばれてる途中にゾンビに襲われて結局ゾンビ化して、ゾンビウマシカとして人類を際限なく襲うゲーム。

　１や２で人類同士が無駄に殺し合ってたシーンにゾンビウマシカが乱入して、無益な殺生をしてる主人公たちを皆殺しにする。

　最高じゃない？ 俺なら喜んでやるけどね。

『進撃の巨人』の続編ゲームもそれにしてほしい。人類を守るために約 33 巻分も戦ったのに、最後の１巻でお互い殺し合うならいっそ巨大ウマシカに地ならしされてほしい。

　どうせ嘘なんだから深刻ぶらず、『キン肉マン』でいいんだよ。「完璧超人始祖編」も超面白いし。戦う意味について、ちゃんと考えさせられる。


 　さて。最後にお礼と一個だけネタバレっぽい話をするんだけど。

　今回は、新作にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。これはＵはもちろん、読者含めたいろんなヒトに向けて言ってるんだけど。

　約 15 周年記念の節目になる物が書けました。素人震災作家として、震災を運良く免れた責任を果たしたかった。３話の分の寄付や応援が人知れず広がってほしいだけで書いたつもりだったけど、やっぱり業は出たし、書くことの罪深さを思い知りました。

　前に書いた『すずめの～』にもいい加減「虫干し」して責任取ってほしいけどね。


 　いろいろつまらない伏線はクモの糸のごとく張りまくったんだけど、これは昔書いた『senshi-dive』のやり方で、ウマシカでやってきた約 13 年分を星座みたいに配置した小説になった。

　ただ、細胞の回でキセシンをもじって「このニセシンが！」ってセリフは、あんまりしっくり来てなくて、何回か書き直してるんだけど。

　でもよく考えると、『senshi-dive』に「兄セシン」が出てくるんだよね。主人公のニセ者として。これしばらく後で気づいた。

　本当に、生かされてるんだなと思ったよ。やっぱり俺も、愚かでウマシカな人類です。

　今回はこんな感じ。どうかな？


 


 
 





第苦渋回 『俺だけが転生しない密室』と素人にしかできないイクラ丼～ Ｕ から Ｇ へ～


 　国家というアイドルを推し活するから戦争が起きるというのは共感する。推し活がなければ、きっと戦争は成立しないと思う。

　昔、敵が日本に攻めて来たら僕らが酒を飲んで話し合って解決するよって言った若者がいた。こんな若者だけしかいなければ、確かに戦争は起きないと思う。ただ、そこの世界線にはきっと酒も存在しないのと、翻訳機や通訳も存在しないだろうと、俺は思う。なので、宴会を開いて話し合いはできず、相手もこちらも「あれ？ 俺らとあいつらは何してるんだっけ？ それより女を追いかけなければ」って思って解散する気がする。まあ、人類の知能をせめてチンパンジーくらいまで一律低下させないと、この世界線の実現は難しそうだ。

　そんなことを思った。
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